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）

厩橋能舞台の建築経緯

そ
の
記
述
に
続
け
て
、「
先
日
頂
戴
ノ
御
幕
ノ
紐
ノ
礼
ニ
か
も
壱
羽
献
ス
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
う
や
ら
、
舞
台
開
き
の
祝
い
と
し
て
、
青
山
家
か
ら
揚
幕
の
紐
が
贈
ら
れ

た
ら
し
い
。
そ
の
返
礼
と
し
て
鴨
一
羽
を
献
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

九
、
む
す
び

　

青
山
家
の
舞
台
が
梅
若
家
に
移
築
さ
れ
て
、
そ
れ
が
近
代
能
楽
復
興
の
現
場

に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
半
ば
偶
然
の
こ
と
で
あ
る
。
舞
台
を
建
て
た
青
山
忠

良
に
そ
う
い
う
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
か
し
、
結
果
と

し
て
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
し
も
青
山
家
の
舞
台
の
な
か
り
せ
ば
、
と
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
大
切
な

事
実
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
移
築
の
経
緯
を
、『
梅
若
実
日
記
』
の
記

録
を
頼
り
に
明
ら
か
に
し
て
み
た
。

　

個
人
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
全
七
巻
の
『
梅
若
実
日
記
』
刊
行
に
携
わ
っ
た

者
と
し
て
は
、
そ
の
記
事
を
踏
ま
え
て
事
実
の
解
明
に
一
役
買
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
私
が
篠
山
の
出
身
者
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
は
、
郷
里
に
対
す
る
責
務
を
果
た
し
え
た
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
。

注（
１ 

）『
郷
友
』
３
９
０
号
（
一
九
九
七
・
五
）
所
収
「
篠
山
藩
主
靑
山
忠
敏
公
と
能
楽
師
梅

若
実
」、
お
よ
び
『
郷
友
』
４
０
０
号
（
二
〇
〇
〇
・
九
）
所
収
「
靑
山
家
能
舞
台
の
梅

若
家
へ
の
移
築
経
緯
」。

（
２ 

）
た
だ
し
、
成
瀬
家
が
木
曽
檜
の
伐
採
運
搬
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
文
献
は

見
当
た
ら
な
い
。
木
曽
檜
伐
採
運
搬
業
務
は
幕
府
の
直
轄
だ
っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も

表
向
き
は
尾
張
徳
川
家
が
直
接
携
わ
る
形
を
取
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。『
愛
知
の

林
業
史
』（
愛
知
県
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
木
曽
檜
は
木
曽
福
島
の
山
村
代
官
が

管
理
し
て
い
た
と
い
う
。成
瀬
家
の
関
わ
り
は
裏
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
前
掲
「
隆
盛
の
梅
若
」
に
よ
る
。

（
４ 

）
引
用
は
、梅
若
六
郎
・
鳥
越
文
藏
監
修
、梅
若
実
日
記
刊
行
会
編
『
梅
若
実
日
記
』
第

一
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
の
翻
刻
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
も
す
べ
て
同
様
。

（
５
）
梅
若
実
「
維
新
当
時
の
能
楽
」（『
能
楽
』
一
九
〇
二
・
七
）
に
よ
る
。

　

本
稿
の
文
中
に
資
料
と
し
て
引
用
し
た
『
梅
若
実
日
記
』
の
翻
刻
凡
例
を
、
番
組
に
関
わ

る
必
要
箇
所
に
限
定
し
て
抜
粋
し
て
お
く
。

１ 

．
曲
名
・
演
者
と
も
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、能
は
曲
名
に
続
け
て
シ
テ
・
シ　

テ
ツ
レ
・
ワ

キ
・
ワ
キ
ツ
レ
・
囃
子
・
間
狂
言
な
ど
の
順
に
記
し
、
狂
言
は　

曲
名
に
続
け
て
シ
テ
・

ア
ド
の
順
に
記
し
た
。
役
種
な
ど
が
変
わ
る
ご
と
に　

／
を
付
し
た
。

２ 

．
囃
子
は
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
の
順
に
記
し
、﹇　

﹈
で
括
っ
た
。
ま　

た
、
こ
の
よ

う
な
形
で
囃
子
が
入
る
場
合
は
、
一
曲
ご
と
に
改
行
し
た
。

３ 

．
曲
名
に
付
さ
れ
た
小
書
き
は
、字
体
の
大
き
さ
を
変
え
ず
、そ
の
ま
ま
曲　

名
に
続
け
て

示
し
た
。

４ 

．
複
数
の
シ
テ
ツ
レ
・
ワ
キ
ツ
レ
・
ア
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
、底
本
記
載
の　

位
置
の
右
か

ら
順
に
記
し
た
。

　

ま
た
、
見
セ
消
チ
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
の
凡
例
。

消
さ
れ
た
部
分
の
上
下
に
▲
▼
を
付
し
、
そ
の
次
へ
書
き
直
し
た
文
字
を
続
け
、
末
尾

を
▽
で
示
し
た
。

　

な
お
、（
注
２
）
に
記
し
た
成
瀬
家
の
木
曽
檜
関
与
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
田
中
民
雄
氏
の

懇
切
な
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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ま
た
、
こ
の
席
に
参
列
し
た
華
族
と
し
て
、「
御
隠
居
細
川
正
四
位
様
」
初

め
三
十
名
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
「
従
五
位
成
瀬
様
」
の

名
前
も
見
え
る
の
に
、
肝
心
の
篠
山
藩
主
青
山
忠
敏
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
な

い
の
は
不
審
で
あ
る
。両
家
の
間
に
、出
席
で
き
な
い
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
形
跡
は
な
い
の
で
、体
調
で
も
崩
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
五
日
後
、
今
度
は
能
役
者
た
ち
に
よ
る
舞
台
開
き
が
行
わ
れ
て

い
る
。『
日
記
』
の
記
録
は
次
の
と
お
り
。

廿 

六
日　

晴
天
。
舞
台
開
。
二
番
目
よ
り
熨
斗
目
麻
上
下
。
正
五
時
始
リ

七
半
時
済
。

翁　

六
郎
氏
実
／
千
歳
源
次
郞
／
三
番
叟
大
蔵
弥
大
夫
／
面
箱
持
大
蔵

弥高
砂　

鉄
之
丞
／
ツ
レ
孫
三
郎
／
新
作
代
リ
万
次
郞
﹇
要
三
郎
／
清
五

郎　

喜
之
助　

半
次
郞
／
九
郎
兵
衛
／
惣
次
郞
﹈

田
村　

重
五
郎
／
政
吉
﹇
寺
井
久
八
郎
／
大
倉
利
三
郎
／
高
安
七
郎
兵

衛
﹈

羽
衣
和
合
之
舞　

滝
五
郎
／
福
王
繁
十
郎
﹇
幸
太
郎
／
六
蔵
代
リ
利
三

郎
／
清
水
助
五
郎
／
金
春
鈴
次
郞
﹈

舟
弁
慶
前
後
替　

近
右
衛
門
／
子
方
吉
之
丞
／
金
五
郎
代
リ
守
次
郞

﹇
春
日
銑
五
郎
／
義
太
郎
／
春
藤
次
郞
兵
衛
／
惣
次
郞
﹈

祝
言
金
札　

源
次
郞
／
寬
十
郎
﹇
包
太
郎
／
幸
直
次
郞
／
高
安
七
郎
兵

衛
／
▲
鈴
次
郞
▼
田
中
金
三
郎
▽
﹈

末
広
か
り　

小
林
伝
次
郞　

節
分　

藤
井
錺
松　

入
狂
言　

磁
石　

伝

次
郞　

舟
弁
慶
間
名
所
教　

宗
之
進

　

梅
若
実
（
六
郎
氏う
じ
ざ
ね実

）
自
身
が
「
翁
」
を
舞
い
、
鉄
之
丞
が
「
高
砂
」
を
勤

め
て
、
典
型
的
な
祝
儀
の
番
組
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
場
に
出
席
し
た
華
族
関
係
者
は
十
八
名
だ
が
、
そ
の
中
に
も
青
山
の
名

前
は
無
い
。

八
、
そ
の
後

　

二
度
の
舞
台
開
き
に
出
席
し
な
か
っ
た
青
山
忠
敏
だ
が
、
そ
の
後
、
十
二
月

六
日
に
催
さ
れ
た
梅
若
家
月
並
能
に
は
、「
御
出
ノ
御
花
族
様
方
」
の
中
に
「
青

山
様
」
の
名
前
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
同
月
十
一
日
に
は
、
山
階
滝
五
郎
宅
の
稽
古
納
に
出
掛
け
た
際
、
そ

こ
に
出
席
し
た
青
山
忠
敏
か
ら
金
銭
の
授
与
が
あ
り
、
源
次
郞
も
「
百
疋
」
い

た
だ
い
て
い
る
。

十
一
日　
（
中
略
）

一　

山
階
滝
五
郎
方
稽
古
納
ニ
付
拙
者
并
ニ
源
次
郞
モ
八
時
比
よ
り
参

リ
一
調
有
之
。（
中
略
）
青
山
従
四
位
様
御
出
金
弐
百
疋
源
次
郞
ヘ
百

匹
戴
。

　

さ
ら
に
そ
の
翌
日
、
梅
若
実
自
身
が
青
山
家
へ
赴
い
て
舞
台
譲
渡
の
挨
拶
を

し
、
御
酒
を
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
梅
若
家
と
青
山
家
の
関
係
は
良
好
だ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
む
し
ろ
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
同
月
十
四
日
に
能
装
束
を
拝
借
す
る
た
め
に
、
源
次
郞
が
青

山
家
に
参
上
し
て
い
る
。
そ
の
装
束
は
十
六
日
に
催
さ
れ
た
梅
若
実
宅
の
能
納

め
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
十
八
日
、
そ
の
返
却
の
た
め
に
源
次
郞

が
青
山
家
を
訪
れ
た
こ
と
が
『
日
記
』
の
記
事
で
判
明
す
る
。『
日
記
』
に
は
、
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大
工
半
蔵
へ
四
十
五
両
を
支
払
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。　

七
、
移
築
舞
台
の
舞
台
開
き

　

十
一
月
二
十
日
、
移
築
さ
れ
た
能
舞
台
で
本
久
寺
の
僧
侶
に
よ
る
祈
祷
が
行

わ
れ
て
い
る
。

廿
日　
（
中
略
）

一　

今
日
舞
台
ニ
而
本
久
寺
ノ
僧
祈
祷
有
之
。
金
五
郎　

九
郎
兵
衛　

要
三
郎　

清
五
郎　

惣
次
郞
参
。

　

本
久
寺
と
い
う
の
は
、
墨
田
区
東
駒
形
に
現
存
す
る
照
法
山
本
久
寺
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
日
蓮
宗
の
寺
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
建
築
関
係
の
祈
祷
は
通
常
、
神
社
の
神
職
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
仏
教
僧
侶
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
神

仏
習
合
時
代
の
名
残
で
あ
ろ
う
か
。

　

翌
十
一
月
二
十
一
日
、
華
族
主
演
に
よ
る
舞
台
開
き
の
演
能
が
催
さ
れ
て
い

る
。『
日
記
』
の
そ
の
記
事
。

廿 

一
日　

晴
天
。
御
花
族
様
方
御
出
舞
台
御
開
被
下
。
惣
御
装
束
惣
躰
麻

上
下
。
四
時
始
リ
夜
五
時
前
済
。

鶴
亀　

徳
川
従
二
位
様
慶
頼
／
ツ
ル
前
田
従
四
位
様
利
鬯　

カ
メ
水
野

従
五
位
様
忠
順
／
平
岡
庄
七
／
尾
上
万
次
郞　

田
宮
政
吉
﹇
一
噌
要
三

郎
／
幸
義
太
郎
／
竹
中
淡
叟
／
金
春
惣
次
郞
﹈
間
川
合
求
馬

望
月　

前
田
従
四
位
様
利
鬯
／
子
方
梅
若
吉
之
丞
／
ツ
レ
若
林
源
八
郎

／
宝
生
金
五
郎
﹇
一
噌
要
三
郎
／
幸
義
太
郎
／
春
藤
次
郞
兵
衛
／
金
春

惣
次
郞
﹈
間
藤
井
錺
松

三
井
寺　

徳
川
従
一
位
様
慶
勝
／
子
方
尾
州
従
三
位
様
／
尾
上
万
次
郞

／
中
田
寬
十
郎　

山
田
専
次
郞
﹇
一
噌
幸
太
郎
／
幸
清
五
郎
／
清
水
助

五
郎
﹈
間
佐
藤
宗
之
進　

藤
井
錺
松

小
袖
曽
我　

池
田
従
三
位
様
茂
政
／
母
藤
田
金
太
郎　

五
郎
尾
州
元
千

代
様　

鬼
王
安
藤
平
八
郎　

団
三
郎
若
林
源
八
郎
﹇
一
噌
要
三
郎
／
大

矢
喜
之
助
／
河
瀬
源
太
郎
﹈
間
〔
コ
ノ
部
分
空
白
ア
リ
〕

小
鍛
次　

細
川
従
四
位
様
護
久
／
尾
張
従
一
位
様
／
藤
堂
従
四
位
様
高

潔
﹇
一
噌
包
太
郎
／
大
矢
喜
之
助
／
葛
野
九
郎
兵
衛
／
金
春
惣
次
郞
﹈

間
〔
コ
ノ
部
分
空
白
ア
リ
〕

末
広
か
り　

佐
藤
宗
之
進
／
求
馬　

八
十
二

鬼
瓦　

松
平
従
四
位
様
乗
秩
／
求
馬

御
入
囃
子
半
能
ノ
通
リ
ニ
テ
。

巻
絹　

近
衛
様
﹇
要
三
郎
／
清
五
郎
／
九
郎
兵
衛
／
惣
次
郞
﹈

御
地
鉄
之
丞　

六
郎　

近
右
衛
門　

孫
三
郎　

幸
太
郎　

源
次
郞
ハ
御

後
見

御
仕
舞　

柏
嵜
道
行　

従
五
位
正
借
阿
部
様　

養

様　

竜
田
曲　

従

五
位
鍋
嶋
様
直ナ
オ
タ
カ堯
様　

天
皷　

御
同
人
様

入
狂
言　

不
聞
座
頭　

錺
松
／
半
平　

求
馬

　

番
組
中
、
シ
テ
を
勤
め
た
人
物
を
注
釈
す
る
と
、
徳
川
慶よ
し
の
り頼
は
田
安
徳
川
家

当
主
で
あ
り
、前
田
利と
し
か鬯

は
加
賀
大
聖
寺
藩
藩
主
、徳
川
慶よ
し
か
つ勝

は
尾
張
藩
藩
主
、

池
田
茂も
ち
ま
さ政

は
備
前
岡
山
藩
藩
主
、
細
川
護も
り
ひ
さ久

は
肥
後
熊
本
藩
藩
主
、
松
平
乗の
り
つ
ね秩

は
三
河
西
尾
藩
藩
主
で
あ
る
。
廃
藩
置
県
が
こ
の
年
の
七
月
に
断
行
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
藩
主
は
退
任
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
そ
う
た
る

顔
ぶ
れ
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
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そ
れ
ら
の
こ
と
は
、『
日
記
』
の
次
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

八
日　

曇
リ
。
薄
晴
。
六
半
時
出
宅
。
鉄
之
丞
殿
同
道
青
山
下
野
守
様
ヘ

罷
出
千
葉
亀
三
郎
ニ
面
会
并
ニ
岡
本
ニ
面
会
。
舞
台
入
札
ヲ
承
ル
処

百
三
拾
両
ノ
由
。
明
後
十
日
ニ
返
答
致
ス
事
。
帰
リ
ニ
小
城
様
ヘ
出
右

ノ
御
咄
シ
ヲ
申
。
夫
よ
り
片
山
伝
七
方
ヘ
参
リ
同
様
咄
シ
ヲ
致
シ
地
所

ノ
義
ヲ
頼
。

　

さ
ら
に
二
日
後
の
十
月
十
日
、
梅
若
実
は
子
息
（
養
子
）
の
源
次
郎
を
遣
わ

し
、
能
舞
台
を
譲
り
受
け
る
旨
の
返
事
を
伝
え
て
い
る
。『
日
記
』
該
当
箇
所

を
掲
げ
る
。

十 

日　
（
中
略
）
◯
青
山
下
野
守
様
迄
源
次
郎
ヲ
以
御
舞
台
御
譲
ノ
義
ヲ

申
上
ル
。
千
葉
亀
三
郎
迄
手
紙
遣
ス
。

一　

朝
よ
り
出
宅
。葛
野
九
郎
兵
衛
方
ヘ
参
リ
一
噌
要
三
郎
ニ
モ
面
会
。

青
山
様
舞
台
取
極
メ
の
咄
シ
致
シ
十
三
日
ノ
咄
シ
も
致
ス
。

　

同
月
十
七
日
に
梅
若
実
は
鉄
之
丞
を
連
れ
て
青
山
家
を
訪
れ
、
岡
本
於
菟
生

に
会
い
、
舞
台
代
金
百
三
十
両
の
う
ち
百
両
を
渡
し
、
残
り
三
十
両
は
年
内
に

納
め
る
約
束
を
し
て
い
る
。『
日
記
』
の
そ
の
記
事
。

十 

七
日　
（
中
略
）
昼
後
よ
り
鉄
之
丞
殿
同
道
青
山
様
（
従
四
位
）
ヘ
罷

出
家
令
岡
本
於ト
ラ
ヲ
フ

菟
生
ニ
面
会
。
舞
台
代
金
百
三
十
両
ノ
内
金
百
両
今
日

相
渡
シ
残
リ
三
拾
両
ハ
当
暮
ニ
可
納
ノ
約
速
（
マ
マ
）ニ

致
ス
。

六
、
移
築
工
事

　

翌
十
八
日
に
は
能
舞
台
用
の
瓦
が
一
舟
、
梅
若
家
に
届
き
、
二
十
六
日
に
は

舞
台
移
築
の
水
盛
り
の
た
め
に
平
岡
庄
七
と
葛
野
九
郎
兵
衛
（
大
鼓
方
）
が
梅

若
家
を
訪
れ
て
お
り
、
同
日
、
青
山
家
へ
鉄
之
丞
と
源
次
郎
が
訪
れ
、
舞
台
の

崩
し
が
完
了
し
た
。
二
十
七
日
に
は
源
次
郞
が
青
山
家
を
訪
れ
、
金
具
類
を
受

け
取
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
『
日
記
』
の
該
当
記
事
を
抜
粋
し
て
掲
出
し
て
お
く
。

十
八
日　
（
中
略
）

一　

青
山
様
ノ
舞
台
ニ
瓦
壱
舟
参
ル
。

廿 

六
日　

晴
天
。
在
宅
。
舞
台
水
盛
リ
ニ
付
平
岡
并
ニ
葛
野
参
。
◯
青
山

様
方
ヘ
ハ
鉄
之
丞　

源
次
郞
罷
越
ス
。
今
日
崩
相
済
。

廿 

七
日　
（
中
略
）
青
山
様
方
ヘ
源
次
郞
参
リ
金
物
等
請
取
。
殿
様
御
会

有
也
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
五
日
に
は
首
尾
良
く
棟
上
げ
が
行
わ
れ
た
。

五 

日　

晴
天
。
舞
台
棟
上
ニ
相
成
ニ
付
（
金
百
五
拾
両
請
取
預
リ
置
。
半

蔵
ヘ
五
十
五
両
渡
ス
）
平
岡
庄
七　

葛
野
九
郎
兵
衛　

幸
清
五
郎　

金

春
惣
次
郞　

一
噌
要
三
郎
出
席
致
ス
。
祝
酒
出
ス
。
職
方
ノ
者
一
同
ヘ

祝
金
遣
ス
。
無
滞
相
済
。

　

な
お
、
こ
の
移
築
工
事
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
十
月
二
十
五
日
の
項
に
、

と

ら

を



– 446 –

（
三
）

厩橋能舞台の建築経緯

に
な
っ
て
く
る
。『
日
記
』の
記
述
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
拾
っ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
三
月
七
日
、
黒
田
美
濃
守
（
筑
前
福
岡
藩

藩
主
黒
田
長な
が
ひ
ろ溥

）
宅
の
能
で
「
羽
衣　

和
合
之
舞
」
を
舞
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
年
四
月
二
十
六
日
に
は
青
山
忠
良
宅
に
て
舞
囃
子
の
催
し
が
行
わ

れ
て
十
一
番
の
舞
囃
子
と
十
番
の
仕
舞
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
忠
良
自
身
も
舞

囃
子
と
し
て
「
遊
行
柳
」
と
「
善
知
鳥
」
を
舞
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
同
年
五
月
二
十
三
日
、
青
山
家
か
ら
梅
若
実
に
対
し
て
急
遽
出
座

す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、
即
刻
出
勤
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
平
服
で
舞

囃
子
と
仕
舞
、
一
調
一
管
が
演
じ
ら
れ
、
忠
良
の
子
息
た
ち
も
舞
っ
て
い
る
。

　

ど
う
や
ら
こ
の
頃
、
忠
良
の
能
楽
熱
は
急
上
昇
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ

の
ピ
ー
ク
が
能
舞
台
建
立
の
文
久
元
年
・
二
年
頃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
さ
れ
る
。

五
、
舞
台
譲
渡
の
折
衝

　

と
こ
ろ
が
そ
の
後
ま
も
な
く
忠
良
は
体
調
を
崩
し
た
ら
し
く
、
明
治
を
迎
え

る
前
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
没
し
て
い
る
。
青
山
家
の
当
主
は
名
実
と

も
に
忠
敏
の
代
と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
た
。

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
九
月
二
十
一
日
、
忠
敏
は
初
め
て
梅
若
家
を
訪
れ

て
、
同
家
の
定
日
稽
古
能
を
見
て
い
る
。『
日
記
』
の
記
録
は
次
の
と
お
り
。

廿
一
日　

晴
天
。
定
日
稽
古
能
。（
番
組
略
）

一　

野
宮
様　

鍋
島
直
堯
様　

諏
訪
様　
（
初
テ
従
四
位
）
青
山
下
野

守
様　

同
水
野
肥
前
守
様
御
出
ニ
相
成
。

　
（
初
テ
従
四
位
）
は
、「
青
山
下
野
守
」
に
付
さ
れ
た
行
間
の
注
記
で
あ
る
。

こ
の
日
の
見
物
が
「
初
テ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
従
四
位
」
は

正
し
い
が
「
下
野
守
」
と
あ
る
の
は
間
違
い
。
前
述
の
よ
う
に
、「
下
野
守
」

は
父
君
忠
良
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
忠
敏
の
は
ず
で
あ
り
、「
因
幡
守
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
父
君
と
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
に
見
る
よ
う
に
、『
梅
若
実
日
記
』
は
こ
の
の
ち
も
忠
敏
の
こ
と
を
「
下

野
守
」
と
記
し
続
け
て
い
る
。

　

忠
敏
は
同
年
十
月
六
日
に
も
再
び
梅
若
家
を
訪
れ
て
定
日
能
を
見
て
い
る

が
、
こ
の
と
き
能
舞
台
の
話
が
出
て
い
る
。

　

六
日　

晴
。
朝
ハ
雨
有
ル
。
定
日
能
。（
番
組
略
）

一　

御
花
族
方
ハ
榊
原
様　

阿
部
様　

秋
元
但
馬
守
様　

水
野
肥
前
守
様

御
出
ニ
相
成
。
青
山
様
御
出
ニ
相
成
御
舞
台
ノ
咄
シ
出
テ
是
よ
り
買
請
る

相
談
ニ
ナ
ル
。

　

じ
つ
は
こ
の
席
に
一
橋
家
の
家
臣
平
岡
庄
七
（
の
ち
凞
一
）
も
い
て
、
梅
若

実
が
「
青
山
家
の
舞
台
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
と
尋
ね
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
と
い
う（
注
５
）。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
梅
若
実
は
青
山
家
の
舞
台
開
き
に
出
演
し
て
お
り
、
そ

の
舞
台
が
維
新
を
迎
え
た
の
ち
に
ど
う
な
っ
た
か
、
気
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　

二
日
後
の
十
月
八
日
、
梅
若
実
は
観
世
鉄
之
丞
を
伴
っ
て
青
山
家
を
訪
れ
、

家
臣
の
千
葉
亀
三
郎
と
岡
本
於と

ら

お
菟
生
に
会
い
、
舞
台
入
札
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
て
い
る
。
百
三
十
両
と
い
う
額
を
聞
き
、
二
日
後
に
返
事
を
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
帰
り
、
片
山
伝
七
（
観
世
流
シ
テ
方
）
の
と
こ
ろ
へ
寄
っ
て
こ
の
こ

と
を
伝
え
、
地
所
の
こ
と
を
依
頼
し
て
い
る
。
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あ
ろ
う
か
。も
ち
ろ
ん
忠
良
が
能
好
き
で
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
副
次
的
な
背
景
と
し
て
は
、
青
山
家
が
犬
山
城
主
成
瀬
家
と
縁
戚
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
成
瀬
家
当
主
正ま
さ
み
つ肥

は
青
山
家
か
ら

婿
養
子
に
入
っ
た
人
。
忠
良
の
三
男
に
あ
た
る
。
成
瀬
家
の
居
城
犬
山
城
は
木

曽
川
河
畔
に
あ
り
、
木
曽
檜
の
伐
採
運
搬
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
成
瀬
家
か
ら
木
曽
の
高
級
檜
が
提
供
し
て
も
ら
え
る
状
況
に
あ
っ
た

こ
と
も
大
き
い
は
ず
で
あ
る（
注
２
）。

　

実
際
、
江
戸
中
屋
敷
の
舞
台
は
成
瀬
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
檜
を
使
い
、
二
千

両
を
費
や
し
て
で
き
た
も
の
と
言
わ
れ
る（
注
３
）。

　

ま
た
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
な
状
況
と
し
て
は
、
忠
良
の
嗣
子
忠た
だ
ゆ
き敏

が
文
久
二
年

に
藩
主
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
そ

の
祝
儀
の
意
味
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
藩
主
就
任
祝
賀
能
を
催
す
舞
台
を
作

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
青
山
家
中
屋
敷
舞
台
、
舞
台
開
き

　

青
山
家
中
屋
敷
の
舞
台
開
き
の
演
能
は
、
文
久
二
年
十
二
月
六
日
に
行
わ
れ

て
い
る
。『
梅
若
実
日
記
』（
以
下
、『
日
記
』
と
略
す
）
か
ら
該
当
箇
所
を
抜

き
出
し
て
み
よ
う（
注
４
）。

六 

日　

青
天
。風
。青
山
下
野
守
様
中
屋
敷
御
隠
居
之
方
御
舞
台
開
御
能
。

惣
躰
服
紗
麻
上
下
着
用
。
五
時
揃
四
半
時
始
リ
六
半
時
済
。
四
時
帰
宅

致
ス
。

高
砂　

下
野
守
様
／
六
右
衛
門
／
ツ
レ
近
右
衛
門
﹇
猪
太
／
新
九
郎
／

三
太
郎
／
左
吉
﹈

田
村　

滝
五
郎
／
小
十
郎
﹇
小
太
郎
／
助
五
郎
／
源
三
郎
﹈

東
北　

六
郎
／
六
右
衛
門
﹇
新
九
郎
／
亀
三
郎
／
朔
之
助
﹈

善
界　

近
右
衛
門
／
小
十
郎
／
ツ
レ
文
十
郎
﹇
朔
之
助
／
金
之
助
／
亀

三
郎
／
善
太
郎
﹈

祝
言
金
札　

弥
三
郎
／
政
次
郞﹇
源
三
郎
／
弥
四
郎
／
平
蔵
／
亀
三
郎
﹈

靱
猿　

千
太
郎　

木
六
駄　

八
右
衛
門　

狐
塚　

伝
次
郞

◯
金
三
百
疋
戴
。出
勤
人
数
。重
五
郎　

甚
三
郎　

猪
八
郎　

半
之
丞
。

　

当
時
六
郎
と
称
し
た
梅
若
実
は
「
東
北
」
を
舞
っ
て
い
る
。「
東
北
」
は
、

和
泉
式
部
の
住
居
跡
、
東
北
院
を
訪
れ
た
旅
僧
の
前
に
式
部
の
亡
霊
が
現
れ
、

そ
の
生
涯
を
語
り
、
優
雅
に
舞
っ
て
見
せ
る
と
い
う
能
で
あ
る
。
王
朝
文
化
の

華
や
か
さ
で
新
築
舞
台
の
完
成
を
祝
う
意
図
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
青
山
下
野
守
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
忠
良
の
こ
と
で
あ
る
が
、
忠
良
自

身
が
「
高
砂
」
を
舞
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
高
砂
」
の

一
節
ぐ
ら
い
は
謡
え
る
の
が
当
時
の
武
士
の
た
し
な
み
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
能
を
舞
え
る
藩
主
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
忠
良

自
身
が
所
有
す
る
舞
台
で
あ
る
。
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
玄
人
の
演
じ

る
舞
台
で
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
力
量
は
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
単
な
る
鑑
賞
者
と
し
て
の
「
能
好
き
」
の
レ

ベ
ル
で
は
な
く
、
本
格
的
な
実
技
を
体
得
し
た
愛
好
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
能
舞
台
建
立
の
動
機
に
は
、
自
ら
舞
う
場
を
作
り
た
い
と

い
う
意
図
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
る
。

四
、
青
山
忠
良
の
能
楽
趣
味

　

そ
う
な
る
と
、
青
山
忠
良
の
能
楽
趣
味
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
が
、
気
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一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
、
能
楽
は
幕
藩
体
制
に
お
け
る
式
楽
と
し
て
大
切
に
保
護
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
体
制
が
崩
壊
し
た
明
治
維
新
は
、
能
楽
に
と
っ
て
深
刻
な
打
撃
で

あ
っ
た
。
未
曾
有
の
そ
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
て
能
楽
が
近
代
に
継
承
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
初
代
梅
若
実
の
果
た
し
た
功
績
が
大
き
い
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
使
用
さ
れ
た
舞
台
は
梅
若
家
自
宅
の
能
舞
台
で
あ
る
。
当
初
は
さ
さ

や
か
な
狭
い
敷
舞
台
（
本
舞
台
二
間
四
方
、
橋
掛
か
り
一
間
半
）
を
使
用
し
て

い
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
丹
波
篠
山
藩
主
青
山
家
の
江
戸
中
屋
敷
に

あ
っ
た
舞
台
を
自
宅
に
移
築
し
て
本
格
的
な
演
能
の
場
と
な
っ
た
。
本
稿
で
取

り
上
げ
る
「
廐う
ま
や
ば
し橋

能
舞
台
」
と
い
う
の
は
そ
の
舞
台
の
こ
と
で
あ
る
。

　

移
築
の
事
実
は
、
小
林
責
「
隆
盛
の
梅
若
」（『
華
の
能
』
講
談
社
、

一
九
八
一
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
私
自
身

も
随
筆
レ
ベ
ル
の
記
述
で
移
築
経
緯
の
概
略
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る（
注
１
）。し

か
し
、

こ
の
ほ
ど
さ
る
機
縁
が
あ
り
再
度
、
資
料
を
明
示
し
て
詳
述
し
て
お
く
必
要
性

を
感
じ
た
。
本
稿
は
そ
う
い
う
意
図
に
よ
る
論
考
で
あ
る
。

二
、
青
山
家
中
屋
敷
の
能
舞
台

　

郷
土
史
家
の
調
査
で
は
、
青
山
家
の
中
屋
敷
は
現
在
の
港
区
北
青
山
一
丁
目

の
交
差
点
、
北
西
の
角
に
あ
っ
た
と
い
う
（
能
楽
関
係
の
文
献
で
は
「
芝
愛
宕

下
」
と
な
っ
て
い
る
）。
そ
の
敷
地
内
に
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
竣
工
し

た
能
舞
台
が
あ
っ
た
。

　

文
久
二
年
と
言
え
ば
、
坂
下
門
外
の
変
や
寺
田
屋
事
件
、
生
麦
事
件
な
ど
の

起
き
た
年
で
あ
り
、
桜
田
門
外
の
変
、
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
殺
害
事
件
の
二
年
後
で

あ
る
。
ま
さ
に
風
雲
急
を
告
げ
る
幕
末
の
激
動
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
期

に
、
し
か
も
、
尊
王
攘
夷
派
に
よ
る
外
国
人
襲
撃
事
件
が
頻
繁
に
起
こ
っ
た
江

戸
の
町
で
、
武
家
文
化
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
能
舞
台
が
建
築
さ
れ
た
と
い
う

の
は
、
時
運
に
そ
ぐ
わ
な
い
奇
異
な
感
じ
も
す
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
逆
に
注
目
す

べ
き
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

　

藩
主
青
山
忠た
だ
な
が良

は
、
江
戸
の
み
な
ら
ず
地
元
篠
山
に
お
い
て
も
、
春
日
神
社

能
舞
台
を
建
築
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
前
年
の
文
久
元
年
で
あ
る
。
こ
の
春
日

神
社
能
舞
台
の
床
下
に
は
丹
波
立た
ち
く
い杭
焼
の
大
瓶
が
七
個
置
か
れ
て
お
り
、当
時
、

箱
根
よ
り
西
で
は
最
も
立
派
な
能
舞
台
と
喧
伝
さ
れ
た
と
い
う
。

　

丹
波
と
江
戸
で
続
け
ざ
ま
に
能
舞
台
が
建
築
さ
れ
た
事
情
は
何
だ
っ
た
の
で

廐
橋
能
舞
台
の
建
築
経
緯

林　

和
利


